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全
開
連
は
開
拓
牛
生
産
事

業
の
開
始
か
ら
５０
年
が
経
過

し
た
の
を
記
念
し
て
、
２
月

６
日
、熊
本
県
人
吉
市
の「
あ

ゆ
の
里
」
で
「
開
拓
牛
５０
周

年
記
念
開
拓
牛
友
の
会
全
国

研
修
会
」
を
開
催
し
た
。

会
場
に
は
、
全
国
の
開
拓

牛
友
の
会
会
員
・
関
係
者
８０

名
が
参
集
。
講
師
に
八
海
醸

造
㈱
（
本
社
：
新
潟
県
南
魚

沼
市
）
の
南
雲
二
郎
代
表
取

締
役
を
迎
え
て
の
講
演
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

研
修
会
は
臼
井
靖
彦
事
業

推
進
部
長
の
司
会
で
進
め
ら

れ
、
ま
ず
平
木
勇
会
長
が
開

会
の
挨
拶
を
行
っ
た
。
同
会

長
は
、
開
拓
牛
５０
年
の
歩
み

を
振
り
返
っ
た
後
、
「
開
拓

系
統
組
織
が
一
体
と
な
っ
た

事
業
展
開
と
、
消
費
者
へ
の

『
安
心
・
新
鮮
・
良
質
』
な

国
産
牛
肉
を
供
給
す
る
、
そ

の
役
割
を
担
っ
て
ま
い
り
ま

す
」
と
表
明
し
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
全
国
開

拓
振
興
協
会
の
西
谷
悟
郎
会

長
が
祝
辞
を
寄
せ
た
。
同
会

長
は
「
開
拓
牛
の
ブ
ラ
ン
ド

が
確
立
し
て
か
ら
５０
周
年
、

半
世
紀
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
皆
様
の
先
代
、
一
世
、

二
世
の
方
々
の
多
く
の
ご
苦

労
の
上
に
今
日
の
経
営
が
継

承
・
発
展
し
て
い
る
こ
と
に

敬
意
を
表
す
る
」と
述
べ
た
。

次
い
で
、
村
上
進
代
表
理

事
専
務
が
開
拓
牛
生
産
事
業

５０
年
の
変
遷
に
つ
い
て
報

告
。同
専
務
は
ス
ラ
イ
ド
で
、

５０
年
の
歩
み
を
１０
年
ご
と
に

丁
寧
に
説
明
し
た
。

続
い
て
、
開
拓
牛
生
産
を

牽
引
し
て
き
た
会
員
代
表
ら

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た

後
、
講
演
に
移
っ
た
。

講
演
で
は
、南
雲
氏
が「
永

遠
に
終
わ
ら
な
い
会
社
を
め

ざ
し
て
」と
題
し
て
語
っ
た
。

同
社
は
、
祖
父
が
１
９
２

２
（
大
正
１１
）
年
に
創
業
。

同
氏
は
１
９
９
７（
平
成
９
）

年
に
代
表
取
締
役
に
就
任

し
、
普
段
飲
む
日
本
酒
（
レ

ギ
ュ
ラ
ー
酒
）
の
高
品
質
化

と
量
産
化
を
図
っ
て
き
た
。

近
年
、
日
本
酒
の
市
場
は

限
界
が
み
ら
れ
る
た
め
、
醸

造
技
術
を
応
用
し
た
新
た
な

商
品
（
甘
酒
な
ど
）
の
開
発

や
米
国
な
ど
へ
の
日
本
酒
の

輸
出
に
力
を
注
い
で
い
る
こ

と
を
紹
介
。

同
氏
は
結
び
に
、
人
口
減

少
や
価
値
観
の
変
化
な
ど
に

よ
る
消
費
量
減
少
か
ら
、
こ

れ
か
ら
の
成
長
に
は
、
市
場

を
活
性
化
で
き
る
よ
う
な
価

値
の
あ
る
商
品
の
開
発
や
、

地
域
と
の
関
わ
り
合
い
を
深

め
、
貢
献
す
る
取
り
組
み
が

必
要
と
し
た
。

同
社
の
商
品
開
発
や
輸
出

に
取
り
組
む
姿
勢
は
、
現
在

の
畜
産
経
営
に
相
通
じ
る
も

の
が
あ
り
、
参
加
者
は
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

講
演
終
了
後
、
休
憩
を
は

さ
み
祝
賀
会
に
移
行
。
参
加

者
は
親
睦
を
深
め
な
が
ら
、

肥
育
素
牛
価
格
の
高
止
ま
り

な
ど
の
難
局
を
乗
り
越
え
る

た
め
、結
束
を
一
層
強
め
た
。

翌
７
日
は
、
球
磨
郡
錦
町
で

開
催
さ
れ
た
「
開
拓
牛
５０
周

年
記
念
開
拓
牛
枝
肉
共
進

会
」
に
参
加
し
た
。

全
国
開
拓
組
織
事
業
と
し

て
、
乳
用
種
を
主
体
と
し
た

「
開
拓
牛
肥
育
生
産
事
業
」

に
取
り
組
み
始
め
て
か
ら
、

本
年
度
で
５０
年
の
節
目
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
半
世
紀
を
顧
み
ま
す

と
、
１
９
６
６
（
昭
和
４１
）

年
に
開
拓
牛
生
産
事
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
る
と
と
も
に
、
「
全
開
連

方
式
乳
用
雄
子
牛
肥
育
技
術

体
系
」を
設
定
し
、翌
年
に
は

全
国
各
地
で
開
拓
牛
の
生
産

事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
６
９
年
に
は
、
大
阪
食

肉
市
場
に
お
い
て
初
の
開
拓

牛
展
示
会
を
開
催
し
、
翌
年

に
は
東
京
食
肉
市
場
に
お
い

て
も
東
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
の
展

示
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
現
在
ま
で
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

事
業
を
開
始
し
て
以
降
、

乳
用
種
の
肥
育
体
系
の
見

直
し
は
１０
回
に
及
び
ま
し

た
が
、
そ
の
背
景
に
は
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
畜

産
危
機
、
牛
肉
の
輸
入
自

由
化
、
海
外
・
国
内
に
お

け
る
Ｂ
Ｓ
Ｅ
や
口
蹄
疫
、
そ

し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
の
国
際

貿
易
交
渉
の
本
格
化
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
中
で
、
開
拓
牛
事
業

が
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た

の
が
、
牛
肉
自
由
化
に
よ
る

輸
入
牛
肉
と
の
差
別
化
を
求

め
た「
交
雑
種
肥
育
事
業
」へ

の
取
り
組
み
で
す
。
乳
用
種

よ
り
も
さ
ら
に
肉
質
を
高
め

る
こ
と
と
、
和
牛
よ
り
も
安

価
に
仕
上
げ
る
、
こ
の
両
面

を
追
求
し
て
交
雑
種
へ
の
品

種
切
り
替
え
を
進
め
ま
し
た

が
、原
点
は「
よ
り
良
い
も
の

を
安
価
で
消
費
者
に
提
供
す

る
」
と
の
初
期
の
考
え
と
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
で
私
た
ち
開
拓
系
統

組
織
は
、
生
産
事
業
の
み
な

ら
ず
、
自
ら
が
販
売
ま
で
手

掛
け
る
こ
と
を
念
頭
に
お

き
、
１
９
７
８
年
に
㈱
全
日

本
農
協
畜
産
公
社
、
１
９
８

２
年
に
㈱
北
海
道
チ
ク
レ
ン

ミ
ー
ト
、
１
９
８
９
年
に
は

ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱
を
設
置

し
、
生
産
者
や
生
協
・
小
売

事
業
者
な
ど
の
負
託
に
応
え

て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
の
肉
用
牛
生
産
は
、

国
内
の
消
費
者
へ
の
供
給
の

み
な
ら
ず
、
海
外
に
顧
客
を

求
め
る
こ
と
が
安
定
販
売
の

面
か
ら
も
大
事
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
う
し
た
中
で
本

会
及
び
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱

で
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
教
え

に
基
づ
く
「
ハ
ラ
ー
ル
ビ
ー

フ
」
の
生
産
・
輸
出
事
業
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
当
初
の
ハ
ラ
ー
ル
の
勉

強
か
ら
始
ま
り
、
在
日
の
ム

ス
リ
ム
留
学
生
と
の
交
流
、

海
外
で
の
実
情
調
査
な
ど
に

取
り
組
む
一
方
で
、
認
証
機

関
に
よ
る
査
察
受
入
れ
と
、

そ
の
指
導
に
基
づ
く
施
設
改

善
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
と

し
て
、
２
０
１
４
年
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
２
０
１
７
年
に

は
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
初
輸
出

を
果
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
開
拓
牛
生
産

に
お
い
て
本
会
は
、
経
営
基

盤
、
事
業
基
盤
、
そ
し
て
組

織
基
盤
を
固
め
る
と
と
も

に
、
蓄
積
し
た
技
術
や
こ
れ

ま
で
に
得
た
貴
重
な
経
験
に

加
え
て
、
技
術
の
革
新
に
も

対
応
す
る
こ
と
で
、
生
産
者

や
取
り
引
き
を
い
た
だ
い
て

い
る
事
業
者
の
皆
様
の
負
託

に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

「
開
拓
は
創
造
と
前
進
で

あ
る
」
、
こ
の
先
人
の
教
え

を
今
こ
そ
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
、
開
拓
系
統
組
織
が
一

体
と
な
っ
た
事
業
展
開
と
、

消
費
者
へ
の
「
安
心
・
新
鮮

・
良
質
」
な
国
産
牛
肉
を
供

給
す
る
、
そ
の
役
割
を
担
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
関

係
機
関
各
位
の
絶
大
な
る
ご

指
導
・
ご
高
配
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

全
開
連
は
２
月
４
日
か
ら

７
日
に
か
け
て
、錦
町
で「
開

拓
牛
５０
周
年
記
念
開
拓
牛
枝

肉
共
進
会
」
を
開
催
。
７
日

の
最
終
日
に
は
、
ゼ
ン
カ
イ

ミ
ー
ト
㈱
で
枝
肉
展
示
後
、

全
開
連
西
日
本
支
所
研
修
棟

に
お
い
て
褒
賞
授
与
式
が
盛

大
に
挙
行
さ
れ
た
。

共
進
会
に
は
九
州
６
県
の

会
員
か
ら
、開
拓
牛
部
門（
乳

去
勢
牛
）
に
９
頭
、
開
拓
交

雑
種
牛
部
門
に
２６
頭
（
去
勢

１９
頭
、
雌
７
頭
）
、
開
拓
和

牛
部
門
に
１０
頭（
去
勢
９
頭
、

雌
１
頭
）
の
計
４５
頭
が
出
品

さ
れ
た
。

審
査
の
結
果
、
各
部
門
の

最
優
秀
賞
は
、
開
拓
牛
で
は

宮
崎
県
乳
肥
農
協
・
岡
原
道

広
氏
、
開
拓
交
雑
種
牛
で
は

薩
州
開
拓
農
協
・
合
み
や
ざ

と
、
開
拓
和
牛
で
は
開
拓
な

が
さ
き
農
協
・
㈱
坂
口
畜
産

の
出
品
牛
が
受
賞
し
た
。
ま

た
、
開
拓
交
雑
種
牛
部
門
優

秀
賞
は
、
開
拓
な
が
さ
き
農

協
・
林
田
健
氏
、
同
優
良
賞

は
、
肥
後
開
拓
農
協
・
山
下

美
次
氏
の
出
品
牛
が
選
ば
れ

た
。全

部
門
最
高
位
の
名
誉
賞

（
農
水
省
生
産
局
長
賞
）は
、

㈱
坂
口
畜
産
の
出
品
牛
が
獲

得
し
た
（
写
真
）
。

開
拓
牛
部
門
最
優
秀
賞
牛

は
２２
・
３
ヵ
月
齢
、
枝
肉
重

量
（
以
下
「
枝
重
」
）
５
３

４
・
０
㎏
、
ロ
ー
ス
面
積
３９

㎠
、
バ
ラ
の
厚
さ
７
・
０
㎝
、

皮
下
脂
肪
の
厚
さ
３
・
０
㎝
、

Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
３
、Ｂ
Ｃ
Ｓ
№
４
、

格
付
は
Ｃ
３
。

開
拓
交
雑
種
牛
部
門
最
優

秀
賞
牛
は
２６
・
４
ヵ
月
齢
の

去
勢
牛
で
、
種
雄
牛
「
平
茂

紀
」、
枝
重
５
２
４
・
８
㎏
、

ロ
ー
ス
面
積
５３
㎠
、
バ
ラ

の
厚
さ
８
・
５
㎝
、
皮
下

脂
肪
の
厚
さ
２
・
３
㎝
、

Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
８
、
Ｂ
Ｃ
Ｓ
№

４
、
格
付
は
Ｂ
５
。

開
拓
和
牛
部
門
最
優
秀

賞
牛
（
名
誉
賞
）
は
２９
・

９
ヵ
月
齢
の
去
勢
牛
で
、

父
「
幸
紀
雄
」
・
母
の
父

「
安
福
久
」
・
祖
母
の
父

「
平
茂
勝
」
、
枝
重
５
６

４
・
１
㎏
、
ロ
ー
ス
面
積
１

１
１
㎠
、
バ
ラ
の
厚
さ
９
・

０
㎝
、
皮
下
脂
肪
の
厚
さ
１

・
３
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
１２
、
Ｂ

Ｃ
Ｓ
№
３
、
格
付
は
Ａ
５
。

審
査
委
員
長
の
（
公
社
）
日

本
食
肉
格
付
協
会
九
州
支
所

七
城
事
業
所
・
鳥
淵
賢
二
郎

所
長
は
、
「
ロ
ー
ス
面
積
が

非
常
に
大
き
く
、
歩
留
基
準

値
が
８１
・
６
と
高
い
。
肉
質

が
優
れ
、
各
部
に
厚
み
の
あ

る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
枝

肉
」
と
講
評
し
た
。

各
部
門
の
平
均
成
績
は
、

開
拓
牛
が
２０
・
９
ヵ
月
齢
で

枝
重
５
１
５
・
５
㎏
、
肉
質

３
等
級
以
上
比
率
１１
・
１
㌫
、

開
拓
交
雑
種
牛
が
２５
・
９
ヵ

月
齢
で
枝
重
５
５
０
・
４
㎏
、

３
等
級
以
上
比
率
８０
・
８
㌫
、

開
拓
和
牛
が
２８
・
３
ヵ
月
齢

で
枝
重
５
３
６
・
９
㎏
、
４

等
級
以
上
比
率
１
０
０
㌫
だ

っ
た
。

褒
賞
授
与
式
終
了
後
、
受

賞
者
を
代
表
し
て
、
㈱
坂
口

畜
産
の
坂
口
淳
氏
が
挨
拶
。

受
賞
牛
の
生
産
履
歴
や
日
頃

の
心
が
け
（
牛
の
た
め
に
と

思
い
管
理
し
て
い
る
）
を
語

る
と
と
も
に
、
家
族
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
表
し
た
。
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熊
本
で
記
念
研
修
会
・
共
進
会

開
拓牛

岡
原
道
広
氏（
宮

崎

）

開
拓

交
雑

合
み
や
ざ
と（
鹿
児島

）

開
拓

和
牛

㈱
坂
口
畜
産（
長

崎

）

最優秀賞

開
拓
牛
５０
周
年
記
念

全
国
研
修
会
に
お
け
る

平
木
全
開
連
会
長
の
挨
拶
（
要
旨

）

・１８年度畜産物価格関連対策の概要 （２面）
・生乳生産量０．５％減を予測 Ｊミルク１８年度見
通し （３面）
・野菜摂取量平均２６５．９ｇに低下 １６年健康・栄養
調査 （４面）
・ニホンナシ補植 枯死樹跡でも生育良好（５面）
・育成牛の乳頭腫症対策 （６面）
・牛床の乾燥を （７面）
・畜産物需給見通し （８面）
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１８
年
度
畜
産
物
価
格
に
関

連
す
る
農
畜
産
業
振
興
機
構

の
事
業
及
び
１７
年
度
補
正
予

算
・
１８
年
度
予
算
当
初
概
算

が
決
定
し
た
。
経
営
安
定
対

策
で
は
、
肉
用
牛
肥
育
経
営

安
定
特
別
対
策
事
業
（
牛
マ

ル
キ
ン
）
の
補
て
ん
率
を
１８

年
度
に
限
っ
て
９
割
に
引
き

上
げ
る
。
当
初
予
算
で
は
、

畜
産
・
酪
農
の
体
質
強
化
、

自
給
飼
料
の
生
産
拡
大
な
ど

に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

主
な
新
規
・
拡
充
事
業
の

概
要
は
次
の
と
お
り
（
１７
年

度
補
正
予
算
の
概
要
は
前
号

に
掲
載
）
。

◆
畜
産
・
酪
農
経
営
安
定

対
策
の
実
施

１
８
６
４

（
１７
年
度
当
初
予
算
額
１
７

６
３
）
億
円

▽
加
工
原
料
乳
生
産
者
補

給
金
等

所
要
額
３
６
３

（
３
７
０
）
億
円

生
産
者
補
給
金
と
集
送
乳

調
整
金
の
合
計
単
価
１０
円
６６

銭
総
交
付
対
象
数
量
３
４
０

万
㌧▽

肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定

特
別
対
策
事
業

所
要
額
９

７
７
（
８
６
９
）
億
円

子
牛
価
格
の
高
騰
に
よ

り
、
肉
用
牛
肥
育
経
営
の
収

支
が
大
幅
に
悪
化
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
状
況
に
あ
る

た
め
、
１８
年
度
に
限
っ
て
補

て
ん
率
を
９
割
と
し
て
実
施

▽
肉
用
子
牛
生
産
者
補
給

金

所
要
額
１
９
９
（
同
）

億
円▽

肉
用
牛
繁
殖
経
営
支
援

事
業

所
要
額
１
７
６（
同
）

億
円▽

養
豚
経
営
安
定
対
策
事

業
（
豚
マ
ル
キ
ン
）

所
要

額
１
０
０
（
同
）
億
円

▽
鶏
卵
生
産
者
経
営
安
定

対
策
事
業

４９
（
同
）
億
円

◆
酪
農
経
営
支
援
総
合
対

策
事
業
﹇
拡
充
﹈
４４
（
４１
）

億
円▽

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
利
用

拡
大

９
（
同
）
億
円

ヘ
ル
パ
ー
要
員
の
確
保
や
育

成
、
酪
農
家
の
傷
病
時
利
用

（
病
気
、
事
故
、
出
産
等
）

の
負
担
軽
減
、
利
用
組
合
の

組
織
強
化
、
女
性
等
の
就
農

定
着
化
推
進
を
支
援

要
員
確
保
の
た
め
、
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
の
職
業
認
知
度
向

上
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
を

追
加▽

乳
用
牛
の
計
画
的
な
改

良
・
増
殖
の
推
進

９
・
２

（
６
・
２
）
億
円

牛
群
検
定
に
加
入
す
る
都

府
県
の
酪
農
家
に
対
し
、
優

良
乳
用
牛
の
導
入
を
支
援

（
遺
伝
情
報
有
５
万
円
／
頭
、

無
４
万
円
／
頭
）

乳
用
雌
子
牛
の
生
産
拡
大

の
た
め
、
子
牛
を
初
妊
牛
に

育
成
す
る
ま
で
の
間
、
広
域

的
な
外
部
預
託
を
促
進
す
る

取
り
組
み
に
対
す
る
支
援

（
奨
励
金:

最
大
６
万
９
千

円
／
頭
）
を
追
加

◆
酪
農
労
働
省
力
化
推
進

施
設
等
緊
急
整
備
対
策
事
業

（
楽
酪
Ｇ
Ｏ
事
業
）﹇
新
規
﹈

５０
億
円

酪
農
家
の
労
働
負
担
軽
減

を
推
進
す
る
た
め
、
省
力
化

機
械
装
置
の
導
入
と
一
体
的

な
施
設
の
整
備
（
補
改
修
・

増
築
）
を
支
援

ま
た
、
複
数
戸
の
酪
農
家

が
協
業
し
、
搾
乳
作
業
な
ど

の
作
業
を
省
力
的
に
集
中
管

理
す
る
モ
デ
ル
的
な
集
合
搾

乳
施
設
の
設
置
を
支
援

そ
の
ほ
か
、
１７
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
「
酪
農
経
営

体
生
産
性
向
上
緊
急
対
策
事

業
（
楽
酪
事
業
）
３０
（
６０
）

億
円
」
に
よ
り
、
省
力
化
機

械
装
置
の
導
入
、
乳
用
後
継

牛
預
託
施
設
の
機
器
整
備
な

ど
を
支
援

◆
飼
料
生
産
型
酪
農
経
営

支
援
事
業
﹇
内
容
変
更
﹈

７０
（
同
）
億
円

環
境
負
荷
軽
減
（
７
つ
の

環
境
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選
択
）

に
取
り
組
み
つ
つ
、
自
給
飼

料
を
生
産
し
て
い
る
酪
農
家

に
交
付
金
を
交
付
（
１
万
５

千
円
／
㌶
）

ま
た
、
作
付
面
積
を
拡
大

し
、
輸
入
飼
料
の
使
用
量
を

削
減
又
は
乳
用
後
継
牛
を
増

頭
し
た
場
合
、
拡
大
分
に
追

加
交
付
（
３
万
円
／
㌶
）

〈
変
更
点
〉

・
事
業
へ
の
継
続
参
加
に
、

３
年
ご
と
の
「
作
付
面
積
の

拡
大
」
又
は
「
環
境
メ
ニ
ュ

ー
の
切
り
替
え
」
を
要
件
化

・
追
加
交
付
の
対
象
に
、

「
輸
入
濃
厚
飼
料
か
ら
自
給

飼
料
へ
切
り
替
え
」
を
追
加

◆
飼
料
増
産
総
合
対
策
事

業
﹇
拡
充
﹈
１０
（
同
）
億
円

飼
料
自
給
率
向
上
の
た

め
、
国
産
飼
料
の
一
層
の
増

産
と
着
実
な
利
用
の
拡
大
、

飼
料
生
産
の
外
部
化
や
食
品

残
さ
の
利
用
拡
大
な
ど
を
支

援
▽
国
産
飼
料
増
産
対
策

６
・
５
（
５
・
６
）
億
円

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
や
Ｔ
Ｍ

Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
機
能
高
度
化

に
よ
る
国
産
粗
飼
料
の
生
産

・
利
用
拡
大
な
ど
を
支
援

子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等

の
国
産
濃
厚
飼
料
の
生
産
・

利
用
体
制
の
構
築
の
取
り
組

み
な
ど
へ
の
支
援
を
追
加

◆
肉
用
牛
経
営
安
定
対
策

補
完
事
業
﹇
拡
充
﹈
３５
（
３４
）

億
円優

良
な
繁
殖
雌
牛
の
増
頭

に
よ
る
中
核
的
な
経
営
体
の

育
成
を
支
援（
８
万
円
／
頭
、

高
能
力
牛
１０
万
円
／
頭
）

近
親
交
配
度
の
上
昇
を
抑

制
し
、
遺
伝
的
に
多
様
な
系

統
群
を
確
保
す
る
た
め
、
利

用
上
位
以
外
及
び
希
少
系
統

の
種
雄
牛
に
由
来
す
る
雌
牛

の
導
入
支
援（
６
万
円
／
頭
、

希
少
系
統
９
万
円
／
頭
）
を

追
加◆

畜
産
生
産
能
力
・
体
制

強
化
推
進
事
業
﹇
拡
充
﹈
５

（
４
）
億
円

肉
用
牛
繁
殖
基
盤
の
強
化

を
図
る
た
め
、
繁
殖
肥
育
一

貫
経
営
や
地
域
内
一
貫
生
産

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
生

産
基
盤
強
化
に
向
け
た
肉
用

牛
・
乳
用
牛
・
豚
に
係
る
家

畜
改
良
な
ど
を
支
援

▽
繁
殖
肥
育
一
貫
経
営
等

育
成
支
援
﹇
新
規
﹈
１
・
５

億
円肥

育
経
営
に
お
い
て
、
比

較
的
安
価
な
交
雑
種
雌
牛
を

借
り
腹
と
し
て
、
黒
毛
和
種

の
受
精
卵
移
植
を
行
う
こ
と

に
よ
る
繁
殖
雌
牛
の
確
保
の

取
り
組
み
を
支
援

ま
た
、
繁
殖
経
営
と
肥
育

経
営
間
の
円
滑
な
素
牛
の
供

給
・
受
け
入
れ
な
ど
、
地
域

内
一
貫
経
営
生
産
の
仕
組
み

づ
く
り
に
資
す
る
検
討
会
の

設
置
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

派
遣
な
ど
を
支
援

◆
畜
産
Ｇ
Ａ
Ｐ
拡
大
推
進

加
速
化
﹇
新
規
﹈
２
億
円

国
産
畜
産
物
の
競
争
力
強

化
の
た
め
、
日
本
版
畜
産
Ｇ

Ａ
Ｐ（
農
場
生
産
工
程
管
理
）

の
普
及
・
推
進
体
制
の
強
化

を
図
る
た
め
の
指
導
員
等
の

育
成
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
、

認
証
取
得
の
準
備
段
階
の

「
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ス
テ
ム
」
を
普
及
す
る
取

り
組
み
な
ど
を
支
援

食
の
安
全
基
準
は
一
層

の
国
益
差
し
出
し
の
恰

好
の
材
料

日
本
に
と
っ
て
の
「
戦
略
的
外

交
」と
は
、「
対
日
年
次
改
革
要
望

書
」
や
米
国
在
日
商
工
会
議
所
の

意
見
書
な
ど
に
着
々
と
応
え
て
い

く
（
そ
の
窓
口
が
規
制
改
革
推
進

会
議
）
だ
け
で
あ
る
。
全
部
い
っ

ぺ
ん
に
応
え
て
し
ま
う
と
や
る
こ

と
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

必
死
で
交
渉
し
て
い
る
ポ
ー
ズ
を

取
り
つ
つ
、
一
つ
一
つ
順
に
応
え

て
い
く
の
が
戦
略
と
い
え
ば
戦
略

だ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
際
限
な
く

国
益
が
失
わ
れ
て
い
く
「
ア
リ
地

獄
」
「
底
な
し
沼
」
で
あ
る
。

そ
の
と
き
、
食
の
安
全
基
準
は

一
層
の
国
益
差
し
出
し
の
恰
好
の

材
料
に
な
る
。
た
く
さ
ん
の
要
望

が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
そ
れ
に
順
次
応
え
て
い
く
の

に
ち
ょ
う
ど
よ
い
。
だ
か
ら
、「
日

本
の
安
全
基
準
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太

平
洋
連
携
協
定
）
な
ど
で
影
響
を

受
け
た
こ
と
も
、
今
後
受
け
る
こ

と
も
な
い
」
と
い
う
政
府
の
国
会

答
弁
は
「
偽
証
」
で
あ
る
。

２０
ヵ
月
齢
か
ら
３０
ヵ
月

齢
へ
の
緩
和
の
茶
番
劇

例
え
ば
、
わ
が
国
は
、
ア
メ
リ

カ
で
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ（
牛
海
綿
状
脳
症
）

発
生
を
受
け
て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

の
輸
入
牛
肉
に
つ
い
て
も
、
異
常

プ
リ
オ
ン
の
蓄
積
が
少
な
い
２０
ヵ

月
齢
以
下
の
若
齢
牛
の
牛
肉
に
輸

入
を
制
限
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対

し
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
反
発
が
続

い
て
い
た
が
、
日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
参
加
を
ア
メ
リ
カ
に
承
認
し
て

も
ら
う
た
め
の
「
入
場
料
」
と
し

て
「
自
主
的
に
」
（
＝
米
国
の
言

う
と
お
り
に
）
緩
和
し
た
。

２
０
１
１
年
１１
月
に
、
当
時
の

野
田
総
理
が
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
ハ
ワ
イ

会
合
で
、
日
本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加

し
た
い
と
表
明
し
た
が
、
そ
の
１

ヵ
月
前
の
２
０
１
１
年
１０
月
に
、

Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
輸
入
制
限
を
２０
ヵ
月
齢

以
下
か
ら
３０
ヵ
月
齢
以
下
へ
の
緩

和
を
検
討
す
る
と
表
明
し
た
。
な

ぜ
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
の

か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
表
明
の
た
め
の
布
石
、つ
ま
り
、

「
入
場
料
は
払
い
ま
す
か
ら
、
日

本
の
参
加
の
承
認
を
よ
ろ
し
く
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
あ
と
は
、
「
結
論

あ
り
き
」
で
着
々
と
食
品
安
全
委

員
会
が
承
認
す
る
「
茶
番
劇
」
で

あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
へ
の
お
土
産

と
し
て
表
明
し
た
の
は
明
ら
か
な

の
に
、
「
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く

手
続
き
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は
無
関
係
」

と
平
気
で
言
い
続
け
た
。

Ｂ
Ｓ
Ｅ
は
２４
ヵ
月
齢
の
牛
の
発

症
例
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か

も
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
検
査
率

は
１
㌫
程
度
で
あ
る
。
ま
た
、
危

険
部
位
（
異
常
プ
リ
オ
ン
）
の
肉

へ
の
付
着
を
避
け
る
と
殺
が
重
要

だ
が
、
ア
メ
リ
カ
の
と
殺
体
制
の

問
題
か
ら
、
危
険
部
位
が
付
着
し

た
輸
入
牛
肉
が
頻
繁
に
見
つ
か
っ

て
い
る
事
実
か
ら
考
え
て
み
て

も
、
「
２０
ヵ
月
齢
以
下
」
と
い
う

条
件
は
国
民
の
命
を
守
る
に
は
必

要
と
考
え
ら
れ
る
。

食
品
安
全
委
員
会
に
対
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
輸
入
条
件

の
緩
和
へ
の
反
対
意
見
が
大
半
を

占
め
た
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
入
場

料
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
提
示
し
て

し
ま
っ
た
以
上
、
国
民
の
健
康
よ

り
も
、
ア
メ
リ
カ
の
ご
機
嫌
を
優

先
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の

こ
と
は
見
え
見
え
で
あ
る
が
、
国

民
に
そ
う
は
言
え
な
い
の
で
、「
科

学
的
根
拠
に
基
づ
く
手
続
き
で
Ｔ

Ｐ
Ｐ
と
は
無
関
係
」
と
言
い
張
る

し
か
な
い
と
い
う
嘆
か
わ
し
い
事

態
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

月
齢
制
限
撤
廃
の
茶
番
劇

さ
ら
に
、
茶
番
劇
が
繰
り
返
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。「
清
浄
国
」

に
対
し
て
は
３０
ヵ
月
齢
以
下
と
い

う
月
齢
制
限
そ
の
も
の
が
問
題
に

な
る
。
そ
こ
で
、
２
０
１
５
年
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
後
は
、
日
本

政
府
は
米
国
か
ら
の
「
清
浄
国
」

に
対
す
る
月
齢
制
限
を
撤
廃
し
ろ

と
の
要
求
を
見
越
し
て
、
「
今
日

言
わ
れ
た
ら
今
日
に
で
も
撤
廃
で

き
る
よ
う
に
準
備
万
端
整
え
て
ス

タ
ン
バ
イ
し
て
い
る
」
状
況
が
食

品
安
全
委
員
会
で
は
１
年
以
上
前

か
ら
で
き
て
い
る
。

そ
し
て
、
つ
い
に
、
今
年
の
１

月
１３
日
、
米
国
が
月
齢
制
限
の
撤

廃
を
求
め
て
い
る
と
日
本
の
メ
デ

ィ
ア
が
報
じ
、
そ
の
要
求
に
対
し

て
、
「
日
本
は
科
学
的
観
点
か
ら

慎
重
に
検
討
す
る
方
針
だ
」
と
報

じ
た
。
本
当
は
、
と
っ
く
の
昔
に

撤
廃
の
準
備
は
で
き
て
い
る
の

に
。
ま
た
し
て
も
、
見
え
透
い
た

茶
番
劇
で
国
民
が
欺
か
れ
る
の
で

あ
る
。

第６５回

米
国
を
除
く
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
連
携
協
定
）
参
加
１１

ヵ
国
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
）
は
１
月

２２
〜
２３
日
、
東
京
で
首
席
交

渉
官
会
合
を
開
き
、
３
月
８

日
に
チ
リ
で
署
名
式
を
行
う

こ
と
で
合
意
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
は
昨
年
１１
月
、

ベ
ト
ナ
ム
・
ダ
ナ
ン
で
の
閣

僚
会
合
で
大
筋
合
意
し
た
。

そ
の
際
残
さ
れ
た
継
続
協
議

の
４
つ
の
課
題
（
当
事
国
：

マ
レ
ー
シ
ア
、
ブ
ル
ネ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ナ
ダ
）
に
つ

い
て
合
意
に
達
し
、
新
協
定

文
の
内
容
が
最
終
的
に
確
定

し
た
。

カ
ナ
ダ
が
強
く
求
め
た
自

国
の
文
化
を
守
る
た
め
の

「
文
化
例
外
」
は
、
発
効
後

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
各
国

と
協
定
付
属
文
書
（
サ
イ
ド

レ
タ
ー
）
を
取
り
交
わ
す
こ

と
で
決
着
と
な
っ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
凍
結
項
目
数
は
２２

で
確
定
し
た
。

協
定
は
、
１１
ヵ
国
の
署
名

後
、
６
ヵ
国
以
上
の
国
内
手

続
き
が
完
了
す
れ
ば
発
効
と

な
る
。

ＴＰＰ１１、３月署名へ

１８
年
度
畜
産
物
価
格
関
連
対
策
の
概
要

１８
年
度
畜
産
物
価
格
関
連
対
策
の
概
要

首席交渉官会合で合意

とっくに準備済みの
米国産牛肉の月齢制限撤廃の茶番劇

東京大学教授鈴木宣弘氏

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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（
一
社
）
Ｊ
ミ
ル
ク
は
１

月
２６
日
、
１８
年
度
の
生
乳
及

び
牛
乳
・
乳
製
品
の
需
給
見

通
し
を
発
表
し
た
。
全
国
の

生
乳
生
産
量
は
１７
年
度
見
通

し
を
０
・
５
㌫
下
回
り
、
減

少
傾
向
が
続
く
と
予
測
し
て

い
る
。

昨
年
１１
月
ま
で
の
実
績
値

に
基
づ
き
、
直
近
ま
で
の
動

向
を
踏
ま
え
て
１８
年
度
の
生

乳
生
産
量
な
ど
を
予
測
（
気

温
は
平
年
並
み
で
設
定
）
。

用
途
別
処
理
量
は
、
牛
乳
類

・
は
っ
酵
乳
な
ど
の
「
飲
用

等
向
」
が
１７
年
度
を
や
や
上

回
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
脱

脂
粉
乳
・
バ
タ
ー
な
ど
の「
乳

製
品
向
」は
下
回
る
見
通
し
。

一
方
、
脱
脂
粉
乳
、
バ
タ
ー

の
需
要
量
は
、
と
も
に
１７
年

度
を
上
回
る
見
通
し
で
あ

り
、
需
要
量
に
対
し
て
国
産

生
産
量
が
下
回
る
状
況
が
今

後
も
続
く
と
見
込
ん
で
い

る
。１７

年
度
の
生
乳
生
産
量

は
、
北
海
道
で
は
９
月
以
降

前
年
を
上
回
り
、
前
年
度
比

０
・
５
㌫
増
の
見
込
み
。
都

府
県
で
は
夏
季
の
落
ち
込
み

が
予
想
よ
り
少
な
か
っ
た
も

の
の
、
同
２
・
１
㌫
減
の
見

込
み
。
全
国
の
年
度
計
は
、

同
０
・
７
㌫
減
の
７
２
９
万

１
千
㌧
と
な
る
見
通
し
（
表

１
）
。

１８
年
度
の
生
乳
生
産
量

は
、
北
海
道
で
は
生
産
の
主

力
と
な
る
２
〜
４
歳
の
乳
用

牛
頭
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
前
年
を
超
え

て
推
移
し
、
１７
年
度
見
通
し

比
１
・
６
㌫
増
の
見
込
み
。

都
府
県
で
は
引
き
続
き
頭
数

の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
同
２

・
９
㌫
減
の
見
込
み
。
そ
の

結
果
、
全
国
の
年
度
計
は
、

同
０
・
５
㌫
減
の
７
２
５
万

６
千
㌧
と
な
る
と
予
測
（
表

２
）
。

牛
乳
等
生
産
量
は
、
牛
乳

類
（
牛
乳
、
加
工
乳
、
成
分

調
整
牛
乳
、
乳
飲
料
の
４
品

目
合
計
）
が
同
０
・
７
㌫
減

（
牛
乳
は
０
・
５
㌫
増
）
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
「
は
っ
酵

乳
」
は
、
引
き
続
き
底
堅
い

需
要
が
見
込
ま
れ
、
同
１
・

６
㌫
増
の
見
通
し
。

生
乳
供
給
量
（
生
乳
生
産

量
―
自
家
消
費
量
）
は
同
０

・
５
㌫
減
の
７
２
０
万
６
千

㌧
と
な
る
見
通
し
。
用
途
別

処
理
量
は
、
飲
用
等
向
が
同

０
・
２
㌫
増
と
な
る
と
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
乳
製
品

向
は
同
１
・
４
㌫
減
と
な
る

見
通
し
。

乳
製
品
の
需
給
は
、
脱
脂

粉
乳
、
バ
タ
ー
の
国
内
生
産

量
が
１７
年
度
を
そ
れ
ぞ
れ
３

・
０
㌫
、
２
・
９
㌫
下
回
る

一
方
、
需
要
量
は
そ
れ
ぞ
れ

１
・
０
㌫
、
２
・
６
㌫
上
回

る
見
通
し
。

生
乳
需
要
量
は
、
脱
脂
粉

乳
ベ
ー
ス
（
脱
脂
粉
乳
需
要

量
を
満
た
す
た
め
に
必
要
な

生
乳
量
）
で
は
７
４
５
万
４

千
㌧
、
バ
タ
ー
ベ
ー
ス
（
バ

タ
ー
需
要
量
を
満
た
す
た
め

に
必
要
な
生
乳
量
）
で
は
７

５
３
万
８
千
㌧
の
見
込
み
。

１８
年
度
の
カ
レ
ン
ト
ア
ク
セ

ス
（
生
乳
換
算
で
年
間
１３
万

７
千
㌧
の
義
務
的
輸
入
）
を

加
味
し
な
い
場
合
、
生
乳
供

給
量
と
比
べ
る
と
、
単
年
度

需
給
は
、
脱
脂
粉
乳
ベ
ー
ス

で
２４
万
８
千
㌧
、
バ
タ
ー
ベ

ー
ス
（
１７
年
度
分
輸
入
残
量

加
味
）
で
は
８
万
９
千
㌧
、

そ
れ
ぞ
れ
不
足
す
る
と
算
出

し
て
い
る
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
、
今
後
実
施

さ
れ
る
カ
レ
ン
ト
ア
ク
セ
ス

輸
入
等
で
の
対
応
に
よ
り
、

牛
乳
・
乳
製
品
需
給
の
安
定

が
図
ら
れ
る
と
見
込
ん
で
い

る
。
ま
た
、
酪
農
乳
業
関
係

者
は
生
産
基
盤
強
化
の
取
り

組
み
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
「
と
く
に
都
府
県
に
お

け
る
乳
用
後
継
牛
の
確
保
対

策
を
強
化
す
る
こ
と
が
必

要
」
と
強
調
し
て
い
る
。

新
年
恒
例
の
「
歌
会
始
の

儀
」
が
１
月
１２
日
、
皇
居
・

宮
殿
で
開
か
れ
た
。
開
拓
組

織
か
ら
入
選
し
た
詠
進
歌

（
宮
中
に
差
し
上
げ
る
歌
）

も
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
、
皇

族
方
の
御
前
で
読
み
上
げ
ら

れ
た
。

長
い
歴
史
を
有
す
る
宮
中

の
歌
会
始
は
、
国
民
参
加
の

文
化
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

今
年
の
お
題
は
「
語
」
で
、

広
く
一
般
か
ら
２
万
１
３
４

５
首
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の

詠
進
歌
の
中
か
ら
、
１０
首
が

選
ば
れ
、
入
選
者
は
儀
式
に

招
か
れ
た
。

開
拓
組
織
か
ら
入
選
し
、

出
席
し
た
の
は
、
長
崎
県
西

海
市
西
彼
町
・
川
山
開
拓
の

増
田
あ
や
子
さ
ん
（
６５
）
。

夫
・
勝
美
さ
ん
と
和
牛
を
肥

育
し
て
い
る
。
１５
年
前
、
長

く
続
け
ら
れ
る
趣
味
を
も
と

う
と
地
元
の
短
歌
会
に
入

り
、
歌
を
詠
み
始
め
た
。

高
校
の
時
に
読
ん
だ
平
安

時
代
の
歌
物
語
を
読
み
返
し

て
み
る
と
、
初
読
の
と
き
と

は
違
っ
た
感
じ
を
抱
い
た
。

年
齢
を
重
ね
る
と
、
感
想
が

変
わ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
入

選
作
は
、
再
読
で
感
じ
た
こ

と
を
歌
に
し
た
も
の
で
あ

る
。

『
い
つ
か
ら
か

男
は
泣
く
な
と
言
は
れ

た
り

男
よ
く
泣
く
伊
勢
物
語
』

農
水
省
は
１
月
１６
日
、
昨

年
１２
月
２１
日
に
公
表
し
た
日

欧
Ｅ
Ｐ
Ａ（
経
済
連
携
協
定
）

と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携

協
定
）
１１
の
農
林
水
産
物
へ

の
影
響
試
算
の
う
ち
、
牛
乳

乳
製
品
の
生
産
減
少
額
を
訂

正
し
た
。
国
産
チ
ー
ズ
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
日
欧
Ｅ

Ｐ
Ａ
で
の
牛
乳
乳
製
品
の
生

産
減
少
額
は
、
最
大
で
２
０

３
億
円
と
約
１
割
増
加
し

た
。日

欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
牛
乳

乳
製
品
の
生
産
減
少
額
は
、

「
約
１
２
２
〜
１
８
５
億
円
」

を
「
約
１
３
４
〜
２
０
３
億

円
」
に
訂
正
。
内
訳
は
、
チ

ー
ズ
７６
〜
８６
億
円
、
バ
タ
ー

・
脱
脂
粉
乳
等
３９
〜
７８
億
円
、

生
ク
リ
ー
ム
・
脱
脂
濃
縮
乳

等
１９
〜
３９
億
円
。
こ
れ
に
と

も
な
い
、
農
産
物
合
計
の
生

産
減
少
額
は
「
約
３
８
５
〜

６
６
８
億
円
」
が
「
約
３
９

７
〜
６
８
６
億
円
」
に
な
っ

た
。Ｔ

Ｐ
Ｐ
１１
で
は
、
「
約
１

９
２
〜
３
０
４
億
円
」を「
約

１
９
９
〜
３
１
４
億
円
」
に

訂
正
。
内
訳
は
、
バ
タ
ー
・

脱
脂
粉
乳
等
７３
〜
１
４
５
億

円
、
チ
ー
ズ
９０
〜
９６
億
円
、

生
ク
リ
ー
ム
・
脱
脂
濃
縮
乳

等
３６
〜
７３
億
円
。
農
産
物
合

計
で
「
約
６
０
９
〜
１
０
９

３
億
円
」
が
「
約
６
１
６
〜

１
１
０
３
億
円
」に
な
っ
た
。

両
協
定
と
も
試
算
で
、「
生

産
額
は
減
少
す
る
が
、
体
質

強
化
対
策
や
経
営
安
定
対
策

の
適
切
な
実
施
に
よ
り
、
引

き
続
き
生
産
や
農
家
所
得
が

確
保
さ
れ
、
国
内
生
産
量
が

維
持
さ
れ
る
」
と
見
込
ん
で

い
る
。

全
開
連
は
２
月
２
日
、
東

京
・
三
会
堂
ビ
ル
で
総
務
責

任
者
会
議
を
開
催
。
会
員
の

総
務
責
任
者
を
参
集
し
て
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
２５

名
が
参
加
し
た
。

今
年
は
２
部
構
成
の
研
修

会
。
ま
ず
、
羽
田
総
合
法
律

事
務
所
の
弁
護
士
・
清
水
徹

氏
、
小
川
嘉
之
氏
が
「
改
正

民
法
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

講
演
。
昨
年
５
月
、
債
権
関

係
の
規
定
が
見
直
さ
れ
、
民

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
成
立
し
た
。
両
氏
は
、
権

利
の
消
滅
時
効
、法
定
利
率
、

債
務
の
保
証
等
の
変
更
点
を

解
説
し
た
。
改
正
法
は
２０
年

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

続
い
て
、
た
め
池
税
理
士

合
同
事
務
所
の
林
正
己
税
理

士
が
「
最
近
の
税
制
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
講
演
。
国
の

財
政
・
税
制
の
状
況
を
説
明

後
、
１７
年
度
税
制
改
正
の
う

ち
１８
年
以
後
適
用
と
な
る
項

目
及
び
１８
年
度
税
制
改
正
法

案
の
要
点
を
解
説
し
た
。

参
加
者
は
、
両
講
演
と
も

業
務
に
関
連
の
深
い
テ
ー
マ

と
あ
っ
て
、
活
発
に
質
問
し

て
い
た
。

農
水
省
は
１
月
２６
日
、
脱

脂
粉
乳
と
バ
タ
ー
の
安
定
供

給
を
確
保
す
る
た
め
、
１８
年

度
全
体
で
脱
脂
粉
乳
２
万
７

千
㌧
（
生
乳
換
算
１７
万
４
９

６
０
㌧
）、バ
タ
ー
１
万
３
千

㌧
（
同
１６
万
４
２
０
㌧
）
の

輸
入
枠
数
量
を
設
定
し
た
。

同
省
は
１７
年
度
輸
入
分
か

ら
、
実
需
者
の
要
望
を
踏
ま

え
、
輸
入
枠
の
設
定
の
仕
組

み
を
変
更
し
た
。
１
月
に
カ

レ
ン
ト
ア
ク
セ
ス
分
の
み
で

な
く
、
翌
年
度
全
体
の
需
給

を
見
通
し
た
輸
入
枠
数
量
を

設
定
。
５
月
と
９
月
に
検
証

を
行
い
、
輸
入
枠
の
変
更
を

判
断
す
る
。

昨
年
１
月
の
１７
年
度
の
設

定
は
脱
脂
粉
乳
、
バ
タ
ー
と

も
に
１
万
３
千
㌧
だ
っ
た
。

ヨ
ー
グ
ル
ト
の
需
要
が
高
ま

り
、
５
月
の
検
証
で
、
原
料

と
な
る
脱
脂
粉
乳
２
万
１
千

㌧
の
追
加
輸
入
を
決
定
し

た
。
今
後
は
安
定
的
に
推
移

す
る
見
込
み
。
バ
タ
ー
の
需

給
は
、
同
省
が
需
要
期
（
９

〜
３
月
）
に
毎
週
実
施
し
て

い
る
店
頭
調
査
に
お
い
て
、

す
べ
て
の
店
舗
で
陳
列
が
確

認
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
安
定
的
に
推
移
す
る
と

見
込
ん
で
い
る
。

１８
年
度
も
ヨ
ー
グ
ル
ト
は

底
堅
い
需
要
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
脱
脂
粉
乳
に
つ

い
て
は
当
初
か
ら
多
め
に
設

定
し
、
バ
タ
ー
は
前
年
度
と

同
量
と
し
た
。
カ
レ
ン
ト
ア

ク
セ
ス
を
超
え
た
輸
入
は
、

１４
年
以
来
５
年
連
続
と
な

る
。全

開
連
人
事

（
２
月
１
日
付
）

▽
北
海
道
支
所
長
（
東
日

本
支
所
岩
手
事
業
所
長
）
松

本
比
出
美
▽
西
日
本
支
所
福

岡
事
務
所（
北
海
道
支
所
長
）

石
川
明
▽
東
日
本
支
所
岩
手

事
業
所
長
（
同
青
森
事
業
所

支
所
長
代
理
）
中
村
洋
之
輔

▽
同
青
森
事
業
所
支
所
長
代

理
（
同
青
森
事
業
所
）
田
中

雅
也
▽
同
青
森
事
業
所
（
事

業
推
進
部
）
山
﨑
悠
貴

２
月
後
半
か
ら
３
月
に
か

け
て
予
定
さ
れ
て
い
る
、
開

拓
組
織
及
び
関
係
機
関
の
主

な
行
事
は
次
の
と
お
り
。

２
月

２０
日

全
開
連
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
参
事
会
議
（
福
岡
）

２２
日

全
国
開
拓
振
興
協
会

開
拓
畜
産
・
酪
農
生

産
基
盤
強
化
事
業
審
査

委
員
会

３
月

７
日

開
拓
な
が
さ
き
農
協

畜
産
共
進
会
（
熊
本
）

全
国
開
拓
振
興
協
会

役
員
推
薦
委
員
会
・
理

事
会全

日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

８
日

全
日
本
開
拓
者
連
盟

・
全
国
開
拓
振
興
協
会

北
海
道
・
東
北
・
中
部

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

（
東
京
）

全
開
連
理
事
会
・
監

事
会

８
〜
１２
日

全
開
連
役
員
海

外
研
修
（
マ
レ
ー
シ
ア

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

１５
日

連
盟
・
振
興
協
会
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
福

岡
）

改
正
民
法
等
を
研
修

生
乳
生
産
量
０.５
％
減
を
予
測

全
開
連
総
務
責
任
者
会
議

Ｊ
ミ
ル
ク
、１８
年
度
見
通
し
発
表

脱
粉
２.７
万
㌧
、バ
タ
ー
１.３
万
㌧

農水省

１８
年
度
輸
入
枠
を
設
定

乳
製
品
へ
の
影
響
拡
大

日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
の
試
算
訂
正

増
田
さ

ん（
長

崎

）が
入
選

「
歌
会
始
の
儀
」に
出
席
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厚
労
省
は
こ
の
ほ
ど
、「
１６

年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
結

果
の
概
要
」
を
公
表
し
た
。

身
体
状
況
、栄
養
摂
取
状
況
、

生
活
習
慣
調
査
の
３
項
目
か

ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
う
ち

栄
養
摂
取
状
況
調
査
は
、
全

国
の
男
女
１
〜
７０
歳
以
上
の

２
万
６
１
３
３
人
に
調
査
を

実
施
し
た
（
男
性
１２
万
２
０

２
人
、
女
性
１３
万
９
３
１

人
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
野

菜
で
摂
取
量
が
大
幅
に
減
少

し
て
い
る
一
方
、
牛
肉
は
増

加
し
た
。

野
菜
類

野
菜
類
全
体
の
摂
取
量
は

１
人
１
日
当
た
り
平
均
２
６

５
・
９
ｇ
で
１５
年
よ
り
１６
・

０
ｇ
と
大
幅
に
低
下
し
た
。

１０
年
間
で
み
る
と
、
い
ず
れ

も
有
意
に
減
少
し
て
い
る
。

（
図
）
。
２０
歳
以
上
で
み
る

と
、
平
均
２
７
６
・
５
ｇ
で

前
年
に
比
べ
て
１７
・
１
ｇ
減

少
。
男
女
別
に
み
る
と
、
男

性
が
２
８
３
・
７
ｇ
、
女
性

が
２
７
０
・
５
ｇ
と
な
っ
た
。

年
齢
別
に
み
る
と
、
男
女
と

も
に
２０
歳
代
が
少
な
く
、
６０

歳
代
で
も
っ
と
も
多
か
っ

た
。食

品
群
別
で
は
、
緑
黄
色

野
菜
（
ト
マ
ト
、
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
な
ど
）
全
体
は
、
平
均

８４
・
５
ｇ
で
９
・
９
ｇ
減
少

し
た
。２０
歳
以
上
で
み
る
と
、

平
均
８８
・
１
ｇ
で
１１
・
３
ｇ

減
少
。
男
性
が
８６
・
７
ｇ
、

女
性
が
８９
・
２
ｇ
だ
っ
た

（
表
）
。

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
、
平
均

８
・
３
ｇ
で
４
・
８
ｇ
減
少

し
た
。２０
歳
以
上
で
み
る
と
、

平
均
８
・
７
ｇ
で
５
・
１
ｇ

減
少
。
男
性
が
８
・
４
ｇ
、

女
性
が
８
・
９
ｇ
と
な
っ
た
。

ピ
ー
マ
ン
は
、
平
均
５
・

１
ｇ
で
０
・
３
ｇ
増
加
し
た
。

２０
歳
以
上
で
み
る
と
、
平
均

５
・
５
ｇ
で
０
・
５
ｇ
増
加
。

男
性
が
５
・
６
ｇ
、
女
性
が

５
・
３
ｇ
だ
っ
た
。

そ
の
他
野
菜（
キ
ャ
ベ
ツ
、

ダ
イ
コ
ン
な
ど
）
全
体
は
、

平
均
１
６
０
・
６
ｇ
で
５
・

９
ｇ
減
少
し
た
。
２０
歳
以
上

で
み
る
と
、
平
均
１
６
５
・

６
ｇ
で
５
・
６
ｇ
減
少
。
男

性
が
１
７
２
・
０
ｇ
、
女
性

が
１
６
０
・
３
ｇ
と
な
っ

た
。キ

ャ
ベ
ツ
は
、
平
均
２９
・

０
ｇ
で
２
・
８
ｇ
増
加
し
た
。

２０
歳
以
上
で
み
る
と
、
平
均

３０
・
３
ｇ
で
３
・
０
ｇ
増
加
。

男
性
が
３１
・
５
ｇ
、
女
性
が

２９
・
３
ｇ
だ
っ
た
。

ダ
イ
コ
ン
は
、
平
均
２５
・

８
ｇ
で
５
・
２
ｇ
減
少
し
た
。

２０
歳
以
上
で
み
る
と
、
平
均

２７
・
０
ｇ
で
５
・
７
ｇ
減
少
。

男
性
が
２７
・
４
ｇ
、
女
性
が

２６
・
７
ｇ
だ
っ
た
。

果
実
類
・
茶

果
実
類
全
体
は
、９８
・
９
ｇ

で
８
・
７
ｇ
減
少
し
た
。
２０

歳
以
上
で
み
る
と
、
平
均
１

０
２
・
２
ｇ
で
１０
・
１
ｇ
減

少
。
男
性
が
９０
・
９
ｇ
、
女

性
が
１
１
１
・
７
ｇ
だ
っ
た
。

食
品
群
別
で
は
、
カ
ン
キ

ツ
類
は
、
平
均
１９
・
１
ｇ
で

２
・
４
ｇ
減
少
し
た
。
２０
歳

以
上
で
み
る
と
、
平
均
１９
・

６
ｇ
で
３
・
１
ｇ
減
少
。
男

性
が
１５
・
８
ｇ
、
女
性
が
２２

・
７
ｇ
と
な
っ
た
。

そ
の
他
の
生
果
（
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
、
ナ
シ
な
ど
）
は

平
均
３２
・
１
ｇ
で
５
・
４
ｇ

減
少
し
た
。
２０
歳
以
上
で
み

る
と
、
平
均
３５
・
３
ｇ
で
６

・
０
ｇ
減
少
。
男
性
が
３０
・

６
ｇ
、
女
性
が
３９
・
２
ｇ
と

な
っ
た
。

茶
は
、
平
均
２
３
７
・
９

ｇ
で
４２
・
７
ｇ
減
少
し
た
。

２０
歳
以
上
で
み
る
と
、
平
均

２
６
７
・
１
ｇ
で
４６
・
７
ｇ

減
少
。
男
性
が
２
５
３
・
５

ｇ
、
女
性
が
２
７
８
・
５
ｇ

だ
っ
た
。

肉
類

肉
類
全
体
は
、
平
均
９５
・

５
ｇ
で
４
・
５
ｇ
増
加
し
た
。

２０
歳
以
上
で
み
る
と
、
平
均

９３
・
０
ｇ
で
４
・
２
ｇ
増
加
。

男
性
が
１
０
９
・
１
ｇ
、
女

性
が
７９
・
６
ｇ
と
な
っ
た
。

食
品
別
で
は
、
牛
肉
は
平

均
１４
・
３
ｇ
で
０
・
８
ｇ
増

加
し
た
。
２０
歳
以
上
で
み
る

と
、
平
均
１４
・
５
ｇ
で
０
・

６
ｇ
増
加
。
男
性
が
１７
・
６

ｇ
、
女
性
が
１１
・
９
ｇ
だ
っ

た
。乳

類
乳
類
全
体
は
、
平
均
１
３

１
・
８
ｇ
で
０
・
４
ｇ
減
少

し
た
。２０
歳
以
上
で
み
る
と
、

平
均
１
１
１
・
２
ｇ
で
０
・

８
ｇ
増
加
。
男
性
が
１
０
０

・
２
ｇ
、
女
性
が
１
２
０
・

３
ｇ
だ
っ
た
。

食
品
別
で
は
、
牛
乳
は
平

均
８１
・
８
ｇ
で
３
・
９
ｇ
減

少
し
た
。
２０
歳
以
上
で
み
る

と
、
平
均
６３
・
０
ｇ
で
２
・

４
ｇ
減
少
。
男
性
が
５７
・
６

ｇ
、
女
性
が
６７
・
５
ｇ
と
な

っ
た
。

発
酵
乳
・
乳
酸
菌
飲
料（
ヨ

ー
グ
ル
ト
な
ど
）
は
、
平
均

３８
・
４
ｇ
で
２
・
１
ｇ
増
加

し
た
。２０
歳
以
上
で
み
る
と
、

平
均
３７
・
９
ｇ
で
１
・
３
ｇ

増
加
。
男
性
が
３２
・
９
ｇ
、

女
性
が
４２
・
１
ｇ
だ
っ
た
。

農
水
省
が
こ
の
ほ
ど
公
表

し
た
「
１６
年
度
全
国
の
野
生

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
状

況
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、

農
作
物
被
害
金
額
が
過
去
最

低
だ
っ
た
前
年
度
を
さ
ら
に

下
回
っ
た
。
野
生
鳥
獣
害
に

よ
る
全
国
の
農
作
物
被
害
金

額
は
、
約
１
７
２
憶
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
約
５
億
円

（
前
年
度
比
３
㌫
）
減
少
と

過
去
最
低
を
更
新
し
た
。

被
害
面
積
は
約
６
万
５
千
㌶

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
約
１

万
６
千
㌶
縮
小
し
た
。
被
害

量
は
約
４９
万
㌧
で
、
前
年
度

に
比
べ
て
約
１
万
㌧
（
同
２

㌫
）
減
少
と
な
っ
た
。

被
害
金
額
の
う
ち
、
獣
類

に
よ
る
も
の
が
約
１
３
７
億

円
、
鳥
類
に
よ
る
も
の
が
約

３５
億
円
だ
っ
た
。
獣
類
別
に

被
害
金
額
を
み
る
と
、
シ
カ

は
約
５６
億
円
で
前
年
に
比
べ

て
約
３
億
円
（
同
５
㌫
）
減

少
。
次
い
で
、
イ
ノ
シ
シ
は

約
５１
億
円
と
約
６
千
万
円

（
同
１
㌫
）
減
少
。
サ
ル
は

約
１０
億
円
で
約
６
千
万
円

（
同
５
㌫
）
減
少
と
な
り
、

こ
の
３
獣
類
で
全
体
の
約
７

割
を
占
め
て
い
る
。
鳥
類
別

に
被
害
金
額
を
み
る
と
、
カ

ラ
ス
が
も
っ
と
も
多
く
約
１６

億
円
と
約
３
千
万
円
（
同
２

㌫
）
と
減
少
し
て
い
る
。

被
害
減
少
の
要
因
と
し

て
、
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対

策
交
付
金
の
事
業
実
施
に
よ

り
、
市
町
村
毎
の
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
を
中
心
に
、
捕

獲
や
侵
入
防
止
柵
の
整
備
な

ど
地
域
ぐ
る
み
の
対
策
が
進

ん
だ
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

同
省
は
、
被
害
額
が
過
去

最
低
を
更
新
し
て
い
る
が
、

依
然
と
し
て
高
い
水
準
で
あ

り
、
耕
作
放
棄
や
営
農
意
欲

の
減
退
な
ど
数
字
に
表
れ
な

い
被
害
も
生
じ
て
い
る
深
刻

な
状
況
に
変
わ
り
は
な
い
と

し
て
い
る
。

農
水
省
が
こ
の
ほ
ど
、「
野

生
鳥
獣
資
源
利
用
実
態
調
査

（
１６
年
度
）」を
公
表
し
た
。

食
肉
処
理
施
設
が
処
理
し

た
野
生
鳥
獣
の
う
ち
、
全
体

の
約
６
割
を
シ
カ
が
占
め
て

お
り
、
シ
ビ
エ
利
用
量
も
ほ

ぼ
同
じ
割
合
と
な
っ
た
。

食
肉
処
理
施
設
の
野
生
鳥

獣
害
の
解
体
数
は
８
万
９
２

３
０
頭
・
羽
。
全
体
の
約
６

割
を
占
め
る
シ
カ
が
５
万
５

６
６
８
頭
、
次
い
で
イ
ノ
シ

シ
が
２
万
７
４
７
６
頭
、
そ

の
ほ
か
の
鳥
獣
が
６
０
８
６

頭
・
羽
だ
っ
た
。

野
生
鳥
獣
の
ジ
ビ
エ
利
用

量
は
１
２
８
３
㌧
。
う
ち
、

食
肉
と
し
て
の
販
売
目
的
で

処
理
し
た
シ
ビ
エ
利
用
量
は

１
０
１
５
㌧
だ
っ
た
。
内
訳

で
は
、
シ
カ
が
６
６
５
㌧
、

イ
ノ
シ
シ
が
３
４
３
㌧
、
そ

の
他
鳥
獣
が
７
㌧
と
な
っ

た
。

農
水
省
は
こ
の
ほ
ど
、

「
１６
年
の
荒
廃
農
地
面
積

の
調
査
結
果
」
を
公
表
し

た
。
全
国
の
荒
廃
農
地
面

積
は
１２
年
か
ら
増
加
し
て

き
た
が
、
１６
年
は
前
年
よ

り
３
千
㌶
減

少
し
た
。

食
料
自
給

率
向
上
に
は

優
良
農
地
の
集
積
・
集
約

化
が
重
要
。
同
調
査
は
、

荒
廃
農
地
の
再
生
利
用
の

た
め
、
荒
廃
状
況
、
解
消

状
況
な
ど
を
把
握
す
る
目

的
で
実
施
し
て
い
る
も

の
。
福
島
第
一
原
発
事
故

の
影
響
に
よ
る
福
島
県
下
７

町
村
の
ほ
か
、
東
京
都
下
１

村
を
除
い
た
全
国
１
７
１
１

市
町
村
を
対
象
に
行
わ
れ

た
。荒

廃
農
地
は
、
全
国
で
約

２８
万
１
千
㌶
（
農
用
地
区
域

約
１３
万
２
千
㌶
）
が
あ
り
、

う
ち
、
再
生
利
用
が
可
能
な

荒
廃
農
地
は
約
９
万
８
千
㌶

（
同
約
５
万
９
千
㌶
）
と
推

計
さ
れ
た
。

再
生
利
用
困
難
な
農
地

は
、
再
生
利
用
可
能
な
荒
廃

農
地
を
都
府
県
別
に
み
る

と
、
茨
城
が
６
８
４
０
㌶
と

も
っ
と
も
大
き
く
、
次
い
で

千
葉
が
５
５
９
１
㌶
、
鹿
児

島
５
５
１
８
㌶
な
ど
。

再
生
利
用
さ

れ
た
面
積
は
約

１
万
７
千
㌶

（
同
約
１
万
１

千
㌶
）
で
、
過
去
３
年
で
増

加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
都

道
府
県
別
（
実
績
値
）
に
み

る
と
、
茨
城
が
１
０
９
２
㌶

と
も
っ
と
も
大
き
く
、
次
い

で
長
野
が
９
９
１
㌶
、
鹿
児

島
が
９
４
２
㌶
な
ど
。

野
菜
摂
取
量
平
均
２６５
・
９
ｇ
に
低
下

野
菜
摂
取
量
平
均
２６５
・
９
ｇ
に
低
下

１６
年
健
康
・
栄
養
調
査

１６
年
健
康
・
栄
養
調
査

１６年度 鳥獣害被害金額１７２億円
前年より３％減少

１６年度

シ
カ
約
６
万
頭
が
食
肉
処
理
に

１６
年

荒
廃
面
積
３
千
㌶
減
少

野
生
鳥
獣
資
源
利
用
実
態
調
査

再
生
利
用
困
難
農
地
で
増
加
傾
向
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土壌病害などで枯死した樹の跡地に
補植（苗木の定植）をしても、土壌中
に原因菌などが残っている場合がある
ために、幼木の生育不良を起こしやす
い。
茨城県農業総合センター園芸研究所
は、ニホンナシ定植前土壌に対する熱
水点滴処理・根底制限栽培の有効性に
ついて試験し、枯死樹跡地への補植技
術の開発をすすめており、途中成果を
公表した。
試験には、品種「幸水」（３株・１

株４本植え）の幼木を供試。株間３．６ｍ、
畝間３．６ｍ（栽植密度７７株／１０ａ）とし
た。生育期間中のかん水は行っていな
い。熱水点滴処理・根底制限栽培を行
う区と、対照として無処理区を設け、
生育と収量を調べた。
処理は、１３年１０月３０日に、定植は１１月
下旬に行った。枯死樹抜根後の土壌に
対し、深さ３０cmに遮根シート（２m
×２m）を敷き、埋め戻すことで根圏を
底部のみ制限。７０～８０℃の熱水を点滴
処理し、地温４５℃以上を１３０分以上保

持。処理後約１ヵ月
後に、供試樹の定植
を行った。
１６年（定植後３年
目）に生育調査を行
ったところ、総新梢
長及び新梢本数に差
はみられなかったも
のの、冬季せん定後
の総側枝長及び側枝
数は無処理区より優れた（表１）。
同様に両区の収量・果実品質を調査
した。初結実時の収量をみると、無処
理区より多く、早期に確保できた（表
２）。果数は有意差があり、多く収穫
できた。一果重、果肉硬度、糖度など
果実品質は無処理区と差がみられなか
った。

以上より、枯死樹跡地への熱水点滴
処理・根底制限栽培を行えば、幼木の
樹体生育が良好で、初期収量の増加を
図ることが可能と示された。
なお、試験で行った熱水点滴処理は、
農研機構・果樹研究所作成の「白紋羽
病温水治療マニュアル」（本紙第６６２号
掲載）に従った。

各地で低温と大雪が続いており、作
物への影響が心配される。露地野菜・
果樹における低温期及び積雪後の対応
方法を紹介する。

露地野菜
窒素や土壌水分が多いと耐寒性が低
下するので、一度の多量追肥は避ける
とともに、ほ場の排水対策に努める。
越冬中の親株・苗は土寄せ、もみ殻な
どを覆い防寒する。
積雪後は、光不足や折損などの原因
になるため、融雪水の排水路を確保す
るなど融雪促進に努める。トンネル栽
培を行う作物は、降雪後の強い日差し
により葉やけを起こす場合がある。ま
た、収穫する場合は、一方から雪を除
いて順次掘り出す。

果樹
定植直後の幼木は、凍害を受けやす

いので、寒冷紗などを被覆する。カン
キツ類は、耐寒性の劣る品種や未収穫
樹に不織布の被覆を行い、枯死や落葉
を防ぐ。ブドウ、モモ幼木では、厳冬
期を過ぎてからせん定を行う。
モモの防寒対策として、凍害の心配
がなくなる４月上旬頃まで、地際から
５０cm程度の高さまで稲わらなどの資
材で保温する。稲わらを使う時、約５
cmの厚さで巻き付け紐で固定する。
敷きわらや伸びた草は果樹園内の気
温を下げるため、霜害危険期を過ぎて
から行う。
積雪後は、できるだけ早く園地の除

雪を行う。除雪が行えない場合、融雪
促進のために、消雪資材・土・木炭な
どを雪面に撒くと効果的。
樹冠や枝条、果樹棚上に積もった雪
の重みで枝が折れたり樹が倒れたりす

る危険があるため、早めに払い落とす。
軽い枝裂けやひび割れなど回復の見込
みのある場合は、カスガイやボルトで
固定し、接合を図る。完全に折れた枝
は、できるだけ早くせん定し、切除面
に癒合剤を塗布する。

樹が倒伏しても生産可能な場合があ
るため、立て直して利用する。太い根
が損傷を受けた時は、枝の量を減らし
樹勢の維持を図る。幼木が倒伏した際
は、できるだけ根を切らないように起
こして、支柱を添える。

ホウレンソウケナガコナダニは、全
国規模で多発しているホウレンソウの
主要害虫である。
同虫は、体長０．３～０．７㎜程度で、土
壌中に生息する。低温に強く、施設で
の被害が大きい。
葉が縮れたように褐変し、芯止まり
となり、生育が抑制される。播種～収
穫までの日数が短い品種は、長い品種
より被害が軽い。
発生は冷涼な春季・秋季に多いが、
周年化している地域もあるため、防除
のポイントをまとめた。
未熟な有機物（稲わら、未熟なふん

堆肥など）は、同虫の増殖を助長す
るので、十分完熟させたものを施用
し、過剰な投入は避ける。
発生経験があるなど被害の予想さ
れるほ場では、播種前の薬剤土壌混
和処理や生育期（同虫が土壌から株
に移動する前）の薬剤散布を組み合
わせた体系防除により安定した効果
が得られる。散布時の注意点として、
薬液が芯葉まで届くように丁寧に行
う。
ハウスでは、前作の間引き株や収
穫残さを内部にすき込まず、外に持
ち出して処分する。

農水省はこのほど「１７年産モモ、ス
モモの結果樹面積、収穫量及び出荷量」
を公表した。モモ、スモモともに収穫
量、出荷量は減少した。
モモの結果樹面積は１０ha（０．１％）減
の９７００ha で微減したものの、ほぼ前年
産並み。収穫量は２４００ｔ（２％）減の
１２万４９００ｔ、出荷量は１５００ｔ（１％）減
の１１万５１００ｔとなった。
１０ａ当たり収量は、前年産を２０kg

（２％）下回る１２９０kg。７～８月の低温
・日照不足の影響により、果実が小玉
傾向になったことが原因。
都道府県別の収穫量割合は、山梨が

３１％、福島が２３％、長野が１２％となっ
ており、この３県で全国の約７割を占

めている。
スモモの結果樹面積は、前年産３０ha

（１％） 減の２８１０ha。収穫量は３４００ｔ
（１５％）減の１万９６００ｔ、出荷量は３０００
ｔ（１５％）減の１万７１００ｔと、大きく
減少。
１０ａ当たり収量は、開花期の低温に
よる受粉不良の発生で着果数が減少し
たことに加え、果実肥大期の少雨によ
り肥大が抑制されたことなどが影響
し、前年産より１１２kg（１４％）減の６９８
kgだった。
都道府県別の収穫量割合は、山梨が

３４％、長野が１６％、和歌山が１０％とな
っており、この３県で全国の約６割を
占めている。

農水省がこのほど公表した、全国及
び北海道の「１７年産春植えばれいしょ
の作付面積、収穫量及び出荷量」によ
ると、主産地の北海道で収穫量が前年
産より１０％増加した。
全国の作付面積は、７万４４００ha で

２００ha（０．３％）減少したものの、ほぼ
前年産並み。一方、１０ａ当たり収量は、
作付けの多い北海道でおおむね天候に
恵まれ、台風による被害などのあった
前年産を上回ったため３１６０kgと、２７０

kg（９％）増加となった。
収穫量は２３５万ｔで前年産より１９万

２０００ｔ（９％）、出荷量は１９６万１０００ｔ
で１７万４０００ｔ（１０％）それぞれ増加し
た。
北海道の作付面積は、前年産と同じ
く５万１２００ha。しかし、１０ａ当たり収
量は、３６７０kgで３２０kg（１０％）上回っ
た。
収穫量は、全国の約８割に相当する

１８７万９０００ｔで、１６万４０００ｔ（１０％）増
加。出荷量は、１６７万３０００ｔで１５万２０００
ｔ（１０％）増加した。収穫量、出荷量
ともに大きく伸びた。

茨城県農業総合センター園芸研究所

ニホンナシ補植枯死樹跡でも生育良好
熱水点滴と遮根シート利用

露地野菜、一度の多量追肥避ける
低温期及び積雪後の対応

１７年産モモ収穫量２％減少
夏の日照不足で小玉傾向

未熟な有機資材、施用控える
ホウレンソウケナガコナダニ防除

北海道の収穫量１０％増
春植えばれいしょ
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乳頭腫症は、ウシパピローマウイル
スの感染によって皮膚や粘膜に発症す
る。乳頭に発生すると乳房炎の原因に
もなるため、問題となっている。
静岡県畜産技術研究所は、外科的切
除が困難な乳頭の小さな乳頭腫（以下
「イボ」）に対して市販の木酢酸、酢
酸、１０％ポビドンヨード（うがい薬な
どで使用されている液）を等量に配合
した液を２週間隔２回、でイボに噴霧
することで治癒効果があることを明ら
かにした。
試験方法
イボを発症した１２～２０ヵ月齢のホル
スタイン種育成牛３１頭、乳頭のイボ９３
部位（直径１㎝以下）を供試。試験区

は２６頭、７３部位のイボに木酢酸、９９．５％
酢酸、１０％ポビドンヨードを等量配合
した液（以下「治療液」）を２週間隔
で２回、霧吹きで噴霧した。
一方、対照区は５頭、２０部位のイボ
に１０００倍希釈した逆性石けん製剤の噴
霧を行い、伝染阻止と自然治癒を期待
する慣行法とした。
検査は、目視及び触診でイボの消失
が確認できたものを治癒と判定。試験
区２４頭５９部位と対照区５頭２０部位は、
噴霧開始４週後に治癒率を比べた。
また、試験区の２頭１４部位は治療液
を噴霧前、噴霧後１及び７日にイボを
外科せん刀で経時的に採取し、顕微鏡
で検査した。

試験結果
乳頭のイボの治癒率を頭数割合で比
べると、試験区が６２．５％（１５/２４）、対
照区が０．０％（０/５）なり（表）、試験
区は対照区と比べて治癒率が高かっ
た。また、イボが治癒した牛の多くが
はん痕（できものなどの治癒した跡に
皮膚に残る変性部分）もなく消失し、
再発もみられなかった。
イボを経時的に採取して顕微鏡で検
査を行った結果、イボの組織が角質化
（ふけやあかのようなもの）。角質化
割合は、噴霧前、噴霧後１、７日それ
ぞれで０．０％（０/３）、８０．０％（４/
５）、１６．７％（１/６）となった。この
ことから、治療液は表皮のウイルス感
染した細胞を角質化させ、脱落を促し
ていると考えられた。
イボの自然治癒には、およそ６ヵ月
かかるとされているが、治療開始後４
週の時点で６割のイボの治癒が確認さ
れた。さらに、治療液の噴霧を２週お

きの２回のみで、自然治癒より早く有
効的で従来の薬物治療より省力的に行
うことができた。
留意点として、繰り返し噴霧するこ
とでより効果が期待できるか試験した
結果、毎日すると角質化が進みすぎて
正常な皮膚も傷害してしまうため、適
切な間隔（週２回）で噴霧する必要が
ある。搾乳牛での使用は乳頭に残留し
た木酢酸が生乳に混入することが考え
られるため控えることとしている。ま
た、乾乳牛であれば生乳への混入の危
険性はないため、治療液は適用できる
としている。
同所で使用した治療液の費用は、約

１．５ℓで４０００円程度とのこと。

敷料として用いるおがくずが不足
し、価格は依然として高い状況にある。
戻し堆肥は代替資材として使われるも
のの、発酵が不十分な場合もある。
愛知県農業総合試験場畜産研究部

は、堆積６週目の乳牛ふん尿とおがく
ずの混合物に、油脂と窒素に富む「た
まり粕（醸造工場から産業廃棄物とし
て処理されるたまり醤油粕）」を添加
することで、発酵が促進され、低水分
化が可能になることを明らかにした。

試験１
１５年に１５０Ｌ容の堆肥化試験装置

（７．５Ｌ／分の通気あり）を用いて、試
験を行った。乳牛ふん尿、おがくず１００
㎏を材料として堆肥化した。
１週間に１度（１０週以降は２週間に
１度）、切り返しを行った。材料に対し
て１１％のたまり粕１１㎏を堆積開始時に
添加した区（添加区）と無添加区を設
けて、堆積物の温度及び水分を調べた。
たまり粕の成分は、水分：３３．７％、

全窒素（乾物中）：
５．４％、粗脂肪（同）：
２８．１％ 、 Ｎ ａ Ｃ ｌ
（同）：１８．６％であっ
た。
温度は、両区ともに

６０℃を超え、添加区は
無添加区に比べ６０℃を
超えた期間が長かっ
た。水分は、１８週目で無添加区の６３％
に対し、添加区は４５％まで低下した。
これらの結果から、たまり粕の添加に
より、発酵が促進され、低水分堆肥を
生産できることが示された。
試験２
１７年に同試験場内の堆積物に暗きょ

管を埋設し通気性を改善した堆肥舎で
試験を行った（１６年に通気装置がない
堆肥舎で試験を行ったところ、水分低
下が不十分だったため）。
乳牛ふん尿、おがくず約２．５ｔを材料
に堆肥化した。水分を約４６％にする計
算をし、材料に対して約１１％のたまり
粕約２８０㎏を添加した区（添加区）と無
添加区を設けた。堆積と同時に添加し
た場合、通気に影響があり発酵が不十
分な可能性を考慮し、添加は堆積６週
目に行った。
また、堆積中は、１週間に１度（１２
週以降は２週間に１度）、切り返しを
行った。たまり粕添加後、温度は６０℃
以上を数週間維持した。水分は、堆積
後１１週目に約５０％まで低下し、１６週目
には４３％となった（図）。
できあがった戻し堆肥を同試験場の
育成牛舎で、１７年９月から３週間実際
に敷料として使用し、牛の行動、牛体
の汚れを調べたところ、おがくずとの
差はみられなかった。
以上より、堆積６週目にたまり粕を
添加することは、低水分の敷料向け堆
肥生産が可能で、供給が不安定なおが
くずに代わる敷料用戻し堆肥の安定し
た確保に寄与することが示された。な
お、同試験で用いたたまり粕のコスト
は、輸送費のみとしている。

近年、飼養規模の拡大にともない、
省力管理を目的としたコンクリート床
やストールでの飼養管理の増加によ
り、肢蹄障害で廃用される繁殖母豚の
割合が増加傾向となっている。
宮城県畜産試験場は、もみ殻を床材
として使用することで育成雌豚の敷料
強化につながるか調査した。
調査方法
調査は、約１０週齢（約３０㎏）の雌ラ
ンドレース種計２４頭をもみ殻あり群
（１２頭）、もみ殻なし群（１２頭）に分
け９週間飼養。もみ殻あり群では豚舎
パドックにのみ、もみ殻を１．４㎥（０．２３
㎥/頭）敷いた。計２回調査を行い、１
回目は３～５月、２回目は８～１０月に
実施した。測定者３人で０、２、３、

４、５、７、９週目に四肢の形態（側
方、前後脚、つなぎの脚スコア）や歩
様を調べた。脚スコアは、測定値の平
均値を算出し判定。歩様は「良い」「悪
い」に分けた。体格は体重、体長など
を測定し、飼養後の農家への種豚配布
頭数をもみ殻あり群となし群で比べ
た。
調査結果
脚のつなぎは、前後脚ともに２～３
週目からもみ殻あり群で改善が認めら
れた。９週目を比べると、つなぎの部
分が硬すぎず、柔らかすぎず、標準的
な状態へと改善されることを確認。歩
様は、もみ殻あり群では初期の状態を
維持した（図）。
体格では、実測値に群間に有意差は

ないが、変動係数（ＣＶ％）がもみ
殻あり群で低く、成長の個体間のバ
ラツキが小さかった（体重、管囲、
後幅）。
農家への種豚配布頭数は、もみ殻
あり群で有意に多かった。
留意点として、農場内の衛生状態
を保つため、もみ殻仕入れ先として
他の畜産農家との接触の危険が少な
い場所を選び、異物が混入していな
いものを利用する。感染症対策とし
て、約１ヵ月毎にもみ殻を交換し、
飼養中の駆虫剤や抗生物質の投与に
ついて獣医師に相談することとして
いる。

静岡県畜産技術研究所

育成牛の乳頭腫症対策
木酢酸な

どの噴霧が有効

愛知県農業総合試験場畜産研究部
乳牛戻し堆肥水分、５０％未満に
堆積６週目でたまり粕添加

宮城県畜産試験場
育成豚もみ殻床飼養で四肢強化

つなぎが改善
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寒冷期は、畜舎の換気が不十分なこ
とが多い。換気不良や結露などによる
湿度の高い環境は、牛に大きなストレ
スを与える。換気時の注意点などをま
とめた。
成牛は寒さに強いため、畜舎を閉め
切らず積極的かつこまめに換気を行
う。換気回数の目安は、冬５回／時間。
日中の暖かい時間帯を見計らって窓や
扉、カーテンを開ける。この時、直接
牛体に風が当たらないようにすきま風
に注意する。換気扇が備え付けてあれ
ば、常時ゆっくりと作動させる。
床に溜まったふん尿から発生するア
ンモニアなどの有毒ガスが原因で病気
が発生する場合がある。換気の確保に
加え、牛床の乾燥に努めるなど快適な
飼養環境を維持する。

また、寒冷期は体温を維持するため
に、多くのエネルギーが使用される。
気温の低下状況に応じてエネルギー源
となる乾物を増給することが推しょう
される。
子牛は、換気不良によって呼吸器病
のリスクが高まる。気温の影響を受け
やすく寒さに弱いため、換気する際は
十分な敷料を確保し、地面からの冷え
を防ぐことが必要となる。ベストなど
で保温に努める。冷気が直接当たらな
いように、牛舎の出入り口方向をビニ
ールシートで覆い、内部には遮光ネッ
トを吊るして冷気を予防する。敷料へ
の粉砕もみや細かいおがくずの使用は
ほこりがたちやすく、子牛の気管に吸
い込まれ肺炎の原因となるため注意す
る。

子牛の下痢症は、とくに寒冷期に多
発する。長く続くと、脱水症状や体液
バランスが異常になり、衰弱を引き起
こす。
脱水発見のポイントは、子牛の頚側
部の皮膚を指で握るようにひっぱるこ
と。指を離した際に戻りにくい時は、
脱水を疑い注意。重症化を防ぐために
は、早めに発見し、対処することが重
要となる。
発症した子牛は、発育速度が低下し
やすく、回復後も肥育成績が悪化する
場合があり、経済的被害が大きい。
下痢症の中でロタウイルス病は、同
ウイルスに感染して発症し、とくに日
齢の浅い子牛で好発する。
感染後、１２～３６時間の潜伏期間の後、
発熱、食欲不振、元気消失、激しい水

様性の下痢（黄色、淡黄緑色、乳黄色）
などの症状を示す。
同ウイルスは、多くの農場で、牛舎
及び牛の床に常在している。そのため、
免疫機能が未熟な哺乳期に、大量のウ
イルスに暴露され続けると発症しやす
い。
これを防ぐために、飼養環境の清浄
化が必要になる。牛舎の消毒、踏込消
毒槽の設置、牛床の乾燥などを心がけ
る。
消毒には、消石灰や塩素系消毒薬を
使用する。逆性せっけんやアルコール
は効果がない。
治療は、対症療法が中心となる。下
痢が持続する場合は、補液に努め、細
菌の二次感染を防ぐために抗生物質の
投与も検討する。

肝てつ症は、肝てつの幼虫（寄生虫）
が付着した稲わらや稲発酵粗飼料
（WCS）を摂食することで感染する。
肝臓に寄生し、貧血、痩せ、下痢など
の症状を引き起こす。
同症の予防には、虫の感染経路を断
つことが重要となる。
WCSは、詰め込み後２ヵ月程度保
存した後に給与する。水分量が少ない
と発酵が進まず、pHも低下しないた
め、幼虫は死滅しない。とくに、水分

含量が低いWCSは、詰め込み後４ヵ
月は置いておく。
肝てつの卵は、感染牛のふん中に含
まれることがある。卵まで死滅させる
ため、堆肥は十分に発酵させてから譲
渡し、水田への流出を防ぐことで感染
経路を断つ。
寄生後の治療は、薬剤による駆虫が
主となる。痩せてきている牛を見つけ
た場合には、獣医師の指示のもと投薬
を検討する。

（公社）日本食
肉格付協会はこの
ほど、１７年（１～
１２月）の牛枝肉の
格付結果を公表し
た。
全体の格付頭数
は微減し、９０万頭
割れが続いた。一
方、交雑種去勢の
肉質３等級以上の
割合は３年連続で
６割を超え、直近５年ではもっとも高
い値となった。和牛去勢の４等級以上
も増加し約８割と、肉質が向上してい
る傾向がうかがえた。
と畜頭数が減少する中、全体の格付
頭数は、前年に比べ０．２％減の８８万８８０２
頭で２年連続の９０万頭割れとなった。
内訳は、交雑種が７．１％増、和牛が０．９％
減、乳用種が５．１％減となった。交雑種
で大きく伸びたが、和牛及び乳用種は
引き続き減少した。
交雑種去勢の格付頭数は、前年に比
べ７．７％増の１２万２３６４頭。肉質３等級以
上の割合は、２．６㌽増の６５．３％と、前年
に続いて増加した。４等級以上も、２．０
㌽増の１７．１％だった。歩留等級は、B
等級が０．４㌽減の７５．２％で、Ａ等級が

１．０㌽増の８．２％となり、向上がうかが
えた。
和牛去勢の格付頭数は、前年に比べ

１．５％増の２３万８５８７頭。４等級以上の割
合は、２．０㌽増の７９．９％と、年々増加が
続いている。肉質等級別では、２～４
等級が減少し、５等級のみ３．４㌽増の
３８．２％となった。肥育技術により、脂
肪交雑、締まりなど枝肉品質が向上し
たためと考えられる。歩留等級は、A
等級が０．６㌽増の９３．４％、B等級が０．６
㌽減の６．３％となった。
乳去勢の格付頭数は、前年に比べ

３．７％減の１８万２９３８頭。３等級以上の割
合は、前年まで減少が続いていたが、
０．１㌽増の２．５％とわずかながら増加に
転じた。

農畜産業振興機構は、１７年１０・１１・
１２月分の肉用牛肥育経営安定特別対策
（牛マルキン）事業の補てん金単価（確
定値）を公表した。交雑種と乳用種で
補てんが行われる。交雑種は、１１ヵ月
連続の発動となった。

補てん金単価は、１０月分が交雑種７
万２７００円、乳用種３万５３００円。１１月分が
交雑種６万円、乳用種２万３５００円。１２
月分が交雑種３万円、乳用種２万１２００
円となった。
１２月分の交雑種は、粗収益が前月よ
り増加したことにより、補てん金単価
は３万円減少した。乳用種では、２３００
円減少した。

先月、香川県の農場で高病原性鳥
インフルエンザが発生した。ウイル
スの侵入リスクが依然として高い状
況にあるため、引き続き警戒が必要
である。
◯野生動物の侵入防止
防鳥ネットの破れや家きん舎の

扉、壁、屋根、床などに破損や隙間
がないか確認する。
壁の間の隙間などを見つけたら、
小型の野生動物が侵入できる経路が
ないように、家きん舎の内部及び外
部から点検・修繕する。
周辺の草刈りや近くまで伸びてい

る樹木の枝のせん定などを行う。
◯消毒の徹底
農場の境界と家きん舎周辺に消石灰
を撒く。車両は農場の出入口で入念に
消毒し、作業者の手指、衣服及び長靴
の消毒も徹底する。家きん舎に出入り
した人の記録をつけることも重要とな
る。また、関係者以外の立ち入りを制
限する。
今まで以上に念入りに飼養家きんの
健康観察を行う。死亡数が増えたり、
元気消失などの異状を見つけた場合に
は、直ちに最寄りの家畜保健衛生所に
連絡する。

牛床の乾燥を 牛格付頭数２年連続９０万頭割れ
冬季の換気に注意 交雑種去勢、３等級以上６５．３％

清潔な飼養環境維持
牛ロタウイルス病対策

牛マルキン１７年１２月分
交雑種・乳用種で発動続く

鳥インフル、引き続き警戒
ネットの破れなど確認念入りに

ＷＣＳ、２ヵ月保存後給与
肝てつ症の予防
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

消費減退も、乳
去勢牛・交雑種
の下げは小幅か

１月の相場は、需要の低迷で引き合
いが弱まり、上旬から弱含みの展開と
なった。月を通じて軟調で、特に最需
要期の１２月に上伸した和牛の下げ幅が
大きかった。
【乳去勢】１月の大阪市場乳去勢牛
Ｃ２の税込み平均枝肉単価は、１０１３円
（前年同月比９８％）となった。前月に
比べ３２円上げた（Ｂ２は上場なし）。
農畜産業振興機構は、１月の乳牛（雌
含む）の全国出荷頭数を２万６１００頭（同
９５％）と引き続き減少を見込んでいる。
２月の輸入量は総量で３万９７００ｔ（同
９８％）と予測。うち冷蔵品は、引き続
き米国産の輸入量の増加が見込まれる
ことから、前年同月を大幅に上回る１
万９６００ｔ（同１１６％）、セーフガードが
発動している冷蔵品は、在庫を確保す
る動きがみられるものの、２万２００ｔ
（同８５％）を見込んでいる。
【Ｆ１去勢】１２月の東京市場交雑種

（Ｆ１）去勢牛税込み平均枝肉単価は、
Ｂ３が１４２８円（前年同月比８６％）、Ｂ
２は１２４４円（同８５％）となった。前月
に比べ、それぞれ１３３円、３円下げた。
同機構は、１月の交雑種（雌含む）
の全国出荷頭数を１万８０００頭（同
１０３％）と引き続き増加を見込んでい
る。
【和去勢】１月の東京市場和去勢牛
税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２３８８円

（前年同月比９３％）､Ａ３は２１０１円（同
８９％）となった。前月に比べ、それぞ
れ２７７円、３１６円と大幅に下げた。５等
級も２７６３円（同９６％）と１５７円下げた。
同機構は、１月の和牛（雌含む）の

全国出荷頭数を３万１０００頭
（同９９％）と、前年同月を
わずかに下回ると見込んで
いる。牛全体の出荷頭数は
７万６４００頭（同９８％）と予
測。国産品と輸入品を合わ
せた出回り量は前年同月を
わずかに上回る（同１０１％）
ものの、期末在庫はかなり
上回る（同１０９％）としてい
る。
例年、消費が減退する時
期である。輸入冷蔵品及び
期末在庫の増加もあり、荷
動きは全体的に鈍い状況に
なると見込まれる。

相場は、全体的に弱もちあいの展開
が続く見通し。ただ、消費者の節約志
向から、乳去勢牛、交雑種は小幅の下
げにとどまると予想される。また、同
肉質等級でも品質で価格差が大きくな
るとみられる。
このようなことから、向こう１ヵ月
の大阪市場の税込み平均枝肉単価は、
乳去勢Ｂ２が１０００～１０５０円、東京市場
の同枝肉単価は、Ｆ１去勢Ｂ３が１３５０
～１４５０円、Ｂ２は１１５０～１２５０円、和去勢
Ａ４が２３００～２４００円、Ａ３は２０００～
２１００円での相場展開か。

不需要期も鍋物
需要継続で小幅
安にとどまるか

１月の東京食肉市場税込み平均枝肉
単価は、上物が５００円（前年同月比
１０１％）、中物は４６８円（同１００％）とな
った。前月に比べ、それぞれ６９円、６６
円下げたものの、上物は引き続き前年
同月を上回っている。
上・中旬は荷動きが鈍く、軟調な展
開だったが、全国出荷頭数が前年同月
を下回り、下旬の上物は５００円台となっ
た。
農水省食肉鶏卵課は、全国肉豚出荷
頭数を２月は１３１万頭（同１００％、過去
５年同月平均比９９％）、３月は１４１万
３０００頭（同９８％、同１０１％）と前年並み
の推移を予測している。
農畜産業振興機構は、１月の輸入量

を総量で７万２８００ｔ（同１０６％）と予測。
うち冷蔵品は、好調な需要を背景に、
過去５ヵ年平均を大幅に上回る３万
１０００ｔ（同１０５％）、冷凍品は、在庫を
調整する動きもみられるものの、４万
１８００ｔ（同１０８％）を見込んでいる。出
回り量は、前年同月を上回り（同
１０５％）、期末在庫は下回る（９４％）と
している。
出荷頭数が前年並みの予測だが、厳
しい寒さが続き、増体に影響が出る可
能性がある。消費面では、大きなイベ
ントがない不需要期だが、寒さで鍋物
需要の継続が期待できる。在庫水準が
低い中、大きな下げは考えにくく、小
幅安にとどまると予想される。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が４９０～５２０円、
中物は４４０～４７０円での相場展開か。

枝肉相場は弱含
みだが、各品種
ほぼもちあいか

【乳素牛】１月の素牛価格（左表）
の全国１頭当たり税込み平均価格は、
乳去勢が２５万６７６６円（前年同月比
１２９％）、Ｆ１去勢は４５万７５２５円（同９５％）
となった。前月に比べ、乳去勢は６７５６
円上げ、Ｆ１去勢は４９２４円下げた。枝肉
相場は弱含みの展開だったが、素牛の
玉不足が続いていることから、高値で
推移した。
今後、枝肉相場は弱もちあいの見通
しだが、両品種とも取引頭数の不足か
ら、大きな下げはないか。
【スモール】１月の全国主要２３市場
の１頭当たり税込み平均価格（農畜産

業振興機構調べ、速報値）は、乳雄が
１２万４５２６円（前年同月比１４８％）、Ｆ１雄
雌平均は２２万７０２円（同８５％）となった。
前月に比べ、乳雄は３９５８円上げ、Ｆ１は
３４０４円下げと、両品種ともほぼ横ばい
だった。
両品種の取引頭数の減少傾向が続い
ており、もちあいで推移か。
【和子牛】１月の和牛去勢の全国１
頭当たり税込み平均価格は、８２万６１１９
円（前年同月比９２％）となった。前月
に比べ、１万８１７３円下げた。１２月は前
月に比べ大きく上げたが、下げに転じ
た。
今後、枝肉相場が弱含む時期となる
が、２月は和子牛の開催市場が減るこ
とから、もちあいで推移か。

（公財）日本食肉消費総合センタ
ーはこのほど、「食肉に関する意識
調査（１７年度）」の報告書をまとめ
た。
調査は、首都圏・京阪神圏の２０～

７０歳代の男女１８００人（各世代男女１５０
人ずつ）を対象に行った。
それによると、どの食肉も「たん
白質が豊富」というイメージが強い。
また、牛肉は栄養の高さ、豚肉では
価格と調理の手軽さに関するイメー
ジが強かった。
○イメージを種類別に聞いたとこ
ろ（複数回答）、牛肉は「たん白質
が豊富」５６．８％でトップ。次いで
「スタミナ源、栄養がある」５５．２％、
「筋肉や骨をつくる」３３．７％の順に
高かった。
豚肉では「価格が手頃」５１．１％で
トップ。「たん白質が豊富」４６．８％、

「調理しやすい」４４．６％と続いた。
○種類別購入頻度を聞いたところ、
牛肉は「週に１日程度」２７．２％でトッ
プ。次いで「月に２～３日程度」２３．７％、
「月に１日程度」１５．９％と続いた。
豚肉では「週に１日程度」３６．３％で
トップ。次いで「週に２～３日程度」
２６．８％、「月に２～３日程度」１８．８％の
順になった。いずれも上位３つの項目
で全体の６割を占めている。
○種類別に安全生について感じてい
る不安を聞いたところ（複数回答）、
牛肉は「BSE」「飼料・飼育環境」と
もに８６件でトップ。次いで「病気」５７
件と続いた。
豚肉では、「飼料・飼育環境」７６件
でトップ。次いで「病気」７５件、「産
地」３６件の順となった。
いずれも「飼料・飼育環境」が重視
されていることが分かった。

牛肉「栄養の高さ」をイメージ
１７年度 食肉に関する意識調査
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